
26
日
か
ら
９
月
議
会
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
27
年
度

決
算
も
審
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

30
日
の
本
会
議
で
は
、
市

民
の
強
い
要
求
で
あ
っ
た
中

学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
の
実
施
状
況
で
新
井
た

く
み
市
議
が
質
疑
し
ま
し
た
。

新
井
市
議
は
、
「
当
初
、

市
長
は
26
年
４
月
実
施
の
方

向
で
、
検
討
を
す
す
め
た
い

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
保

守
（
椙
田
・
野
口
市
議
を
除

く
）
・
公
明
の
議
員
を
中
心

に
、
『
財
政
が
破
た
ん
す
る
』

と
か
、
『
コ
ン
ビ
ニ
診
療
な

ど
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
起
き

る
』
、
『
県
内
で
も
所
得
制

限
導
入
な
ど
の
見
直
し
の
動

き
が
あ
る
』
な
ど
と
し
て
、

反
対
の
声
が
出
さ
れ
、
結
果

的
に
中
学
校
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
の
実
施
が
１
年
先
延

ば
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
、

①
医
療
費
の
負
担
分
で
財
政

が
破
た
ん
す
る
よ
う
な
事
態

に
至
っ
て
い
る
か
。
②
コ
ン

ビ
ニ
受
診
や
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー

ド
（
倫
理
の
欠
如
や
節
度
が

な
く
な
る
こ
と
）
が
起
き
る

よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
か
。

③
県
内
で
、
対
象
年
齢
や
所

得
制
限
な
ど
を
入
れ
る
見
直

し
の
動
き
が
あ
っ
た
か
。

④
18
歳
ま
で
の
無
料
化
の
自

治
体
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か

な
ど
を
質
し
ま
し
た
。

所
得
制
限
な
ど
の
動
き

も
な
い

答
弁
で
は
、
こ
れ
ま
で
よ

り
、
１
２
１
５
人
増
え
て
、

医
療
給
付
費
は
約
４
４
０
０

万
円
の
増
額
と
な
っ
た
こ
と
。

た
だ
し
、
重
度
心
身
障
害
者

医
療
や
一
人
親
家
庭
医
療
費

助
成
制
度
か
ら
移
行
し
た
人

を
考
慮
す
る
と
約
３
３
０
０

万
円
ほ
ど
の
増
加
と
み
て
い

る
こ
と
。

コ
ン
ビ
ニ
受
診
・
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
支

給
件
数
や
支
給
金
額
か
ら
見

て
、
特
に
な
い
こ
と
。
ま
た
、

所
得
制
限
を
入
れ
て
い
る
自

治
体
は
な
い
こ
と
。

平
成
28
年
度
18
歳
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
（
入
院
通

院
と
も
、
ま
た
は
入
院
、
通

院
の
み
無
料
）
を
し
て
い
る

自
治
体
は
、
７
市
町
村
に
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

全
て
の
自
治
体
が
中
学

校
卒
業
以
上
、
７
自
治

体
が
18
歳
ま
で
に
拡
大

28
年
４
月
現
在
で
、
埼
玉

県
下
63
市
町
村
全
て
で
、
中

学
校
卒
業
以
上
が
無
料
化
に

な
り
、
新
座
市
、
鴻
巣
（
入

院
の
み
）
、
朝
霞
市
（
３
子

以
上
の
多
子
世
帯
の
入
院
）
、

越
生
、
滑
川
、
寄
居
町
と
東

秩
父
村
で
18
歳
年
度
末
ま
で

の
医
療
費
を
無
料
に
し
て
い

ま
す
。

決
算
質
疑
を
通
じ
て
、
25

年
９
月
議
会
で
、
大
久
保
市

長
が
「
中
学
校
卒
業
ま
で
の

無
料
化
を
26
年
４
月
か
ら
実

施
し
た
い
」
と
し
て
い
た
の

に
、
あ
れ
こ
れ
理
由
を
あ
げ

て
反
対
し
、
実
施
を
遅
れ
さ

せ
た
議
員
の
み
な
さ
ん
は
、

こ
の
結
果
を
ど
う
受
け
止
め

る
の
で
し
ょ
う
か
。

米
海
兵
隊
普
天
間
基
地
の

Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
４
機
が
、

26
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
通

告
も
な
く
横
田
基
地
に
飛
来

し
、
飯
能
市
上
空
で
の
飛
行

も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
に
つ
い

て
は
普
天
間
基
地
の
オ
ス
プ

レ
イ
が
厚
木
基
地
に
着
陸
し

キ
ャ
ン
プ
富
士
で
演
習
を
行

う
こ
と
は
南
関
東
防
衛
局
に

情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
が
、

横
田
基
地
に
飛
来
す
る
こ
と

は
全
く
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
飯
能
市
上
空
の

飛
行
が
確
認
さ
れ
た
26
日
は
、

厚
木
基
地
を
離
陸
し
た
１
機

が
15
時
30
分
頃
、
市
上
空
を

飛
行
、
横
田
基
地
の
上
を
低

空
で
通
過
し
キ
ャ
ン
プ
富
士

で
演
習
後
、
再
び
飯
能
市
上

空
を
16
時
26
分
頃
通
過
し
横

田
基
地
に
着
陸
。
こ
の
時
は

プ
ロ
ペ
ラ
が
斜
め
上
を
向
き

危
険
と
い
わ
れ
て
い
る
転
換

モ
ー
ド
で
の
飛
行
で
し
た
。

さ
ら
に
28
日
、
横
田
基
地
か

ら
キ
ャ
ン
プ
富
士
へ
向
か
う

オ
ス
プ
レ
イ
が
11
時
56
分
頃

市
上
空
を
飛
行
、
29
日
に
は

12
時
頃
、
横
田
基
地
を
離
陸

し
た
オ
ス
プ
レ
イ
２
機
が
市

上
空
を
飛
行
し
厚
木
基
地
に

向
か
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

市
が
横
田
防
衛
事
務
所
か
ら

情
報
提
供
を
受
け
た
の
は
29

日
の
２
機
の
情
報
だ
け
、
市

民
が
全
く
知
ら
な
い
う
ち
に

米
軍
の
訓
練
の
た
め
に
飯
能

市
の
上
空
も
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
来
年
度

後
半
に
は
、
米
空
軍
の
オ
ス

プ
レ
イ
が
横
田
基
地
に
配
備

さ
れ
基
地
機
能
の
強
化
を
行

お
う
と
し
て
い
ま
す
。
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
を
許
さ
な
い
運

動
が
求
め
ら
れ
ま
す
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「
新
飯
能
」
（
8

月
19

日
付
）
に

「
就
学
支
援
金
」

の
不
正
受
給
で
特

捜
の
捜
査
を
受
け

て
い
る
ウ
イ
ッ
ツ

青
山
学
園
高
校
の
評
議
員

を
し
て
い
た
Ｎ
飯
能
市
議

の
元
運
転
手
の
証
言
が
載

り
ま
し
た
。
証
言
に
よ
れ

ば
、
Ｎ
市
議
は
「
将
来
自

分
の
秘
書
に
し
て
や
る
。

高
卒
の
資
格
を
と
っ
て
ほ

し
い
。
通
信
制
の
い
い
と

こ
ろ
が
あ
る
か
ら
」
と
ウ

イ
ッ
ツ
青
山
学
園
を
紹
介

▼
元
運
転
手
は
Ｎ
市
議
の

立
会
い
の
も
と
で
、
ウ
イ
ッ

ツ
青
山
学
園
四
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
Ｂ
専
務
理
事
と
会

い
、
「
た
だ
で
行
け
る
学

校
が
あ
る
。
何
も
し
な
く

て
卒
業
で
き
る
か
ら
」
と

指
南
を
う
け
た
と
い
い
ま

す
。
埼
玉
県
の
奨
学
金
48

万
円
が
入
金
さ
れ
た
際
に

も
Ｎ
市
議
は
元
運
転
手
と

い
っ
し
ょ
に
銀
行
に
行
き
、

そ
の
う
ち
10
万
円
を
預
り

金
と
い
う
名
目
で
受
け
取
っ

て
い
ま
す
▼
Ｎ
市
議
は
奨

学
金
の
返
済
に
つ
い
て
毎

月
５
万
円
ず
つ
返
済
す
る

約
束
も
元
運
転
手
に
し
て

い
ま
す
。
当
事
者
で
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
い
機
微
に

触
れ
た
証
言
で
す
。
こ
れ

で
も
Ｎ
市
議
は
ダ
ン
マ
リ

を
決
め
こ
む
つ
も
り
な
の

で
し
ょ
う
か
。

コ
ン
ビ
ニ
受
診
な
ど
な
い

新
た
に
９
４
８
人
の
中
学
生
が
対
象
に

27
年
度

決
算
質
疑
か
ら

「戦争法強行から１年、戦争法廃
止、発動させるな、憲法まもれ」
国会前集会を行います。

■主催／総がかり行動実行委員会

通
告
な
く
横
田
基
地
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
飛
来

飯
能
市
上
空
も
三
日
間
に
わ
た
っ
て



飯
能
市
（
人
口
約
８
万
３

０
０
人
）
は
、
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
、
「
西
川
材
」
の

産
地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
西
川
材
普
及
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め

て
い
ま
す
。

市
は
公
共
施
設
に
西
川
材

を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
ま

す
。
市
立
図
書
館
で
は
、
開

架
閲
覧
室
の
天
井
と
柱
を
は

じ
め
児
童
書
架
や
乳
児
の
は

い
は
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
各
所

に
西
川
材
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
８
歳
の
息
子
と
訪
れ
た

母
親
は
、
「
子
ど
も
に
、
柔

ら
か
く
温
か
い
木
に
触
れ
る

機
会
を
あ
げ
ら
れ
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。
お
年
寄
り
の
女

性
は
「
木
が
ふ
ん
だ
ん
に
使

わ
れ
て
い
て
居
心
地
が
い
い
。

幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
す
」

と
微
笑
み
ま
す
。
木
の
ぬ
く

も
り
を
感
じ
ら
れ
る
と
、
２

０
１
５
年
度
は
19
万
５
０
０

０
人
が
来
館
し
ま
し
た
。

観
光
ト
イ
レ
や
日
帰
り
温

泉
施
設
、
小
中
学
校
の
校
舎
、

体
育
館
の
耐
震
補
強
や
大
規

模
改
修
に
も
西
川
材
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

市
は
西
川
材
利
用
促
進
の

た
め
、
西
川
材
を
使
用
し
て

住
宅
を
建
築
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー

ム
し
た
人
、
西
川
材
の
塀
を

設
置
し
た
人
に
補
助
金
を
出

し
、
昨
年
度
は
計
27
件
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
森
林
と
林

業
の
大
切
さ
、
役
割
を
伝
え

よ
う
と
、
小
中
学
校
で
、
伐

採
作
業
見
学
や
下
刈
り
作
業

体
験
な
ど
の
授
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

高
ま
る
関
心
、
若
年
者

率
増
え
る

林
業
は
賃
金
が
安
い
割
に

３
Ｋ
だ
と
敬
遠
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
作
業
が
天
候
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
か
ら
賃
金
の
支

払
い
は
日
給
制
が
約
７
割
を

占
め
、
収
入
が
約
20
万
円

（
月
平
均
）
と
低
い
か
ら
で

す
。
全
国
の
林
業
従
事
者
数

は
５
万
１
２
０
０
人
と
30
年

前
の
約
３
分
の
１
に
減
少
。

高
齢
化
も
進
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ま
変
化
が
起

き
て
い
ま
す
。
林
業
従
事
者

数
は
２
０
０
５
年
に
５
万
２

１
７
３
人
、
10
年
に
５
万
１

２
０
０
人
と
減
少
の
ペ
ー
ス

が
緩
み
、
「
下
げ
止
ま
り
の

兆
し
が
う
か
が
え
る
」
状
況

に
（
２
０
１
６
年
版
『
森
林
・

林
業
白
書
』
）
。
６
％
（
90

年
）
だ
っ
た
35
歳
未
満
の
若

年
者
率
が
増
え
続
け
、
18
％

（
10
年
）
に
な
り
ま
し
た
。

水
資
源
や
多
様
な
生
き
物
の

保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
な

ど
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
森
林
や
林
業
へ
の
関

心
が
若
い
世
代
、
女
性
に
高

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
西
川

広
域
森
林
組
合
で
も
15
年
、

「
自
然
に
親
し
み
た
い
」

「
自
給
自
足
の
生
活
が
し
た

い
」
な
ど
と
20
代
～
50
代

の
５
人
が
新
規
就
業
し
ま
し

た
。男

性
も
歴
史
関
係
書
の
執

筆
、
編
集
の
仕
事
か
ら
転
職

し
ま
し
た
。
「
長
時
間
通
勤

が
な
い
。
自
然
の
中
、
家
族

で
暮
ら
せ
る
」
と
魅
力
を
語

り
ま
す
。

木
材
価
格
低
迷
の
背
景
に

は
、
１
９
６
４
年
に
木
材
全

面
輸
入
自
由
化
が
強
行
さ
れ
、

外
材
が
木
材
総
需
要
量
の
７

割
以
上
を
占
め
て
い
る
実
情

が
あ
り
ま
す
。
木
材
自
給
率

が
31
・
２
％
（
２
０
１
４
年
）

と
１
９
５
５
年
の
約
３
分
の

１
ま
で
落
ち
こ
む
中
、
環
太

平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

で
製
材
品
や
合
板
の
関
税
ま

で
も
が
撤
廃
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
、

農
業
分
野
だ
け
で
な
く
、
林

業
、
医
療
、
雇
用
に
大
き
く

関
わ
る
重
大
問
題
で
す
。

８
・
12
日
刊
紙
に
一
部
補
筆
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山
の
恵
み
林
業
を
育
て
る

赤
旗
日
刊
紙
に
飯
能
市
の
魅
力
を
紹
介

沖
縄
・
新
基
地
反
対

セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て

私
は
７
月
末
に
「
私
の
古

希
祝
い
で
息
子
と
娘
の
三
家

族
合
同
、
沖
縄
旅
行
」
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

辺
野
古
新
基
地
問
題
が
焦
点

に
な
っ
て
い
る
名
護
市
に
足

を
運
び
ま
し
た
。
ジ
ュ
ゴ
ン

の
住
む
美
し
い
大
浦
湾
を
目

に
、
工
事
の
動
向
を
監
視
し

て
い
る
「
テ
ン
ト
村
」
を
見

学
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
「
新
基
地
建
設
反

対
名
護
共
同
セ
ン
タ
ー
」
も

訪
ね
、
短
時
間
の
懇
談
で
し

た
が
、
そ
の
時
点
で
参
院
選

終
了
と
同
時
に
東
村
高
江
に

ヘ
リ
パ
ッ
ト
建
設
強
行
の
た

め
機
動
隊
を
導
入
し
た
話
等
、

東
村
高
江
問
題
の
緊
張
感
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

妻
も
一
人
で
折
っ
た
「
千

羽
鶴
」
を
届
け
ま
し
た
。

「
セ
ン
タ
ー
」
は
今
年
三

月
に
開
設
一
周
年
を
迎
え
、

事
務
所
へ
の
訪
問
者
は
全
国

か
ら
二
千
人
を
超
し
た
と
の

こ
と
で
す
。
「
沖
縄
の
基
地

問
題
は
け
っ
し
て
、
沖
縄
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
全
国
の

平
和
闘
争
の
中
心
課
題
だ
」

と
の
思
い
を
強
く
し
て
、
帰

路
に
着
き
ま
し
た
。

中
山
在
住

佐
藤

弘

奥
む
さ
し
・
文
化
９
条

の
会

「
創
立
十
周
年
の

つ
ど
い
」

奥
む
さ
し
・
文
化
９
条
の

会
は
２
０
０
６
年
９
月
16

日
に
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

全
国
で
も
数
多
く
の
「
９

条
の
会
」
が
地
域
、
職
場

等
に
あ
り
ま
す
が
、
「
文

化
」
を
冠
す
る
珍
し
い
会

で
す
。
こ
の
奥
む
さ
し
地

域
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
て
、
活
動
を
展
開

し
て
参
り
ま
し
た
。
「
９

条
を
守
っ
て
こ
そ
明
る
い

文
化
」
「
平
和
で
あ
っ
て

こ
そ
楽
し
い
文
化
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
10
年
間
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
四
季
毎
に
イ

ベ
ン
ト
に
こ
だ
わ
り
こ
の

地
域
で
共
催
を
含
め
る
と

50
以
上
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

感
謝
の
意
味
と
今
後
、
会

の
発
展
を
祈
念
し
て
「
創

立
十
周
年
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
も

参
加
で
き
る
「
つ
ど
い
」

で
す
。
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。

日
時
：
10
月
15
日
（
土
）

開
場

17
時
45
分

開
会

会
場
：
飯
能
市
一
丁
目
ク

ラ
ブ
広
間
（
二
階
）
西
武

飯
能
駅
よ
り
徒
歩
５
分

◆
主
な
内
容

（
一
部
）
講
談
「
嫩
子
の

日
本
国
憲
法
」
講
談
師
：

嫩
子
（
ふ
た
ば
こ
）
さ
ん

（
二
部
）
参
加
者
の
懇
談

と
「
出
し
物
」
で
交
流
し

ま
す
。

民
謡
、
舞
踊
、
手
品
、

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
な
ど
多

彩
な
内
容
で
す
。

＊
飲
み
物
と
軽
食
を
用
意

し
ま
す
。

会
費
：
二
０
０
０
円
（
一

部
の
み
の
参
加
も
可
能
で

す
。
一
部
の
会
費
は
五
０

０
円
）

市立図書館


